
 １２月定例会における厚生環境常任委員会の概要  

 

◆１２月１６日（火） 開会 午前１０時００分 

（休憩 午前１１時１４分～午前１１時２３分） 

（休憩 午後 ０時０９分～午後 ０時５８分） 

           閉会 午後 ２時０３分 

◆１２月１７日（水） 開会 午前１０時００分 

（休憩 午前１１時０８分～午前１１時１８分） 

（休憩 午前１１時４６分～午前１１時４７分） 

           閉会 午前１１時５８分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第150号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第５号）中 所管分 

議第151号 令和７年度山形県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第１号） 

議第152号 令和７年度山形県国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議第160号 令和７年度山形県病院事業会計補正予算（第２号） 

議題166号 山形県幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

議題167号 山形県児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例の制定について 

議題168号 山形県一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例の制定について 

議題169号 山形県指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

議第194号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第６号）中 所管分 

 

（２）請  願 

番号 
受 理 

年月日 
件  名 提 出 者 

紹 介 

議 員 
採決 

33 7.12.2 

国に対し「ＯＴＣ類似

薬の保険適用除外を

行わないことを求め

る意見書」の提出を求

める請願 

山形市松山三丁目14番60

号 

新日本婦人の会山形県本

部 

会長 奥山 一恵 

石川（渉）、

関 

継続

審査 



番号 
受 理 

年月日 
件  名 提 出 者 

紹 介 

議 員 
採決 

34 7.12.2 

「ひきこもり支援基

本法の制定を求める

意見書について」の

請願 

山形市旅籠町１－９－

19 

かたばみの会 

代表 田中 美枝子 

松井、 

伊藤（香）、 

柴田、小松、 

吉村、木村、 

奥山、 

伊藤（重）、 

森田 

採択 

35 7.12.2 

山形県におけるひき

こもり支援の制度拡

充及び充実を求める

請願 

山形市旅籠町１－９－

19 

かたばみの会 

代表 田中 美枝子 

松井、 

伊藤（香）、 

柴田、小松、 

吉村、木村、 

奥山、 

伊藤（重）、 

森田 

採択 

 

（３）報告事項 

 環境エネルギー部長 

 ・第４次山形県環境計画及び第３次山形県循環型社会形成推進計画の中間見

直し(案）について 

 ・第３期山形県イノシシ管理計画（案）について 

 健康福祉部長 

 ・令和６年度における高齢者虐待及び障がい者虐待の報告について 

 

（４）審査内容 

  議案の詳細について関係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と、

所管事項に関する質問を行った。 

 

（５）採  決 

付託された９議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定した。 

 

（６）請願審査 

  請願33号については、継続審査に付すべきものと決定した。請願34号及び請

願35号については、全員異議なく、いずれも採択すべきものと決定した。 

 

 

 



（７）主に議論された項目 

◇ひきこもりサポーター養成講座の開催状況について。また、孤独・孤立を社

会全体の問題として捉え、地域全体で支えていく気運を醸成するために、多

くの県民が参加できるよう講座の周知方法を工夫すべきと考えるがどうか 

 ◇今般の国の総合経済対策を踏まえた介護職員及び障がい福祉職員等の処遇

改善支援事業の内容について 

 ◇戦争の記憶と記録を次世代に継承するために、継承の在り方を検討する新

たな組織の設置が必要と考えるがどうか 

 ◇デジタル機器を活用した業務効率化など県立病院における医療ＤＸを早急

に推進すべきと考えるが、現在の取組状況と今後の方針について 

 ◇県内におけるこども家庭ソーシャルワーカーの資格取得者数について。 

また、今後のニーズの高まりにも対応できるよう資格取得に対する支援を

更に展開していくべきと考えるがどうか 

 ◇県と市町村で設置に向けた検討を行っている、鳥獣被害対策やその支援を

行う中間支援組織については、農作物被害のみならずクマ対策を含め、県と

の緊密な連携体制の下運営していくことが重要と考えるがどうか 

 ◇医療現場のニーズを踏まえ、勤務環境を改善するための既存の補助事業を

より活用しやすい形に見直すべきと考えるがどうか 

 ◇単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に係る県の取組状況と今後の

方針について 

 ◇国が新たに実施を予定している卵子凍結に係る課題検証のためのモデル事

業への県の対応方針について 

 ◇ガバメントハンターを確保するため、県や市町村において技術や知識を有

する猟友会会員を職員として採用することを検討すべきと考えるがどうか 


